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アイデア市場調査の結果を受け決定した池田温泉の方針の報告

　今回のリノベーション等で、池田町の実質的財政負担はない。
　国からの補助金、企業版ふるさと納税等及び民間事業者負担金で全て実施。
（1）�　池田温泉新館及び本館の両館について、併せて一体的に指定管理を実施できる民間事業者（複数

の団体により構成される共同事業体を含む）を募集する。
（2）�　池田温泉新館は、全体（1階から3階）のリノベーションを実施。
（3）�　池田温泉新館のリノベーション費用、総額約６億円程度予定（設計及び設計監理・工事費・備品

購入費を含む）とし、当該費用にかかる負担割合は、町と民間事業者で負担し、その割合はおおよ
そ 1/2 程度とします。また、事業に係る契約・発注等は町が実施します。
※総事業費は昨今の物価高騰により、上振れする場合がある。

(4)�　池田温泉本館は、RVパーク（車中泊専用施設）＆サウナリゾート、福祉の湯、内湯、24時間シャ
ワー、BBQ場等を備えた施設とし、そのリノベーションに要する費用は全額民間事業者の負担と
します。そのため、工事等本館のリノベーションに関する契約・発注等は、民間事業者が実施。

(5)�　指定管理期間は15年間とする。
(6)�　指定管理料は概ね 1,800 ～ 2,000 万円／年（予定）とする。

※総事業費は昨今の物価高騰により、上振れする場合がある。

(7)�　指定管理期間の各年度において利益が出た場合、民間事業者はその利益の 10％に相当する金額
を、利益が発生した年度の翌年度に池田町へ納付。

(8)�　民間事業者は、池田温泉新館等を事業支店として、池田町内に支店登記をする。

公共施設整備検討特別委員会　6月11日開催

◎令和 8年度池田町一般会計補正予算（第 3号）補正予算
・�25 万円を追加し、歳入歳出予算総額を 106億 9,555 万円
���池田町障害者福祉連合会より 25万円の学校教育に寄附金

し尿中継貯留槽工事予定箇所

　工　事　名：し尿中継貯留槽改築工事
　工 事 場 所：池田町　田畑　地内
　契 約 金 額：8,250 万円
　業　者　名：泉建設工業株式会社
　工事の概要：貯留槽設置工事　容積 200m3
　　　　　　　既設貯留槽解体工事　一式
　　　　　　　外構工事　　　　　　一式
　既設の老朽化に伴い新規に設置する。

◎工事請負契約の締結

◎農業委員会委員任命
　14 名を任命（任期3年）

今　西　和　平（般若畑）　
髙　橋　昌　義（小　牛）　　
遠　藤　和　未（沓　井）　
髙　橋　正　人（粕ヶ原）　
寺　田　　　浩（本　郷）　
森　　　利　之（青　柳）　
森　　　幹　雄（藤　代）

野　原　勝　己（萩　原）　
髙　﨑　良　治（白　鳥）　
國　枝　正　義（上　田）　
石　田　三比朗（六之井）　
林　　　輝　彦（八　幡）　
松　岡　　　博（八　幡）　
河　瀬　俊　夫（市　橋）

◎�組合立養基小学校、
　養基保育所組合　議会議員

　久保田�昌美（沓井）
任期／令和10年9月30日まで

人事案件
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第2回定例会（2026年6月議会）

◎専決処分事項の報告
◎池田町税条例の一部改正（4月1日から施行）
　・公的年金等受給者の扶養親族等申告書の提出義務を拡大
　�国税（所得税）で扶養親族等申告書の提出が不要な場合でも、町民税で必要な情報が得られるよう
提出範囲を拡大

　・住宅ローン控除の延長（令和12年12月末）に伴う町民税控除（4月1日から施行）
　�　�　��所得税で控除しきれない分は翌年度分の町民税から最大�97,500 円�を上限に控除
　・軽自動車税（環境性能割は令和8年3月31日をもって廃止）（4月1日から施行）
　軽自動車取得時の負担軽減・制度を簡素化する一方で減収分は国が補填する

　・新築住宅に係る固定資産税の減額措置等（適用期限を５年延長）（4月1日から施行）
　�床面積要件を40平方メートル以上240平方メートル以下とする　

◎池田町国民健康保険税条例の一部改正（4月1日から施行）
　・賦課限度額の引き上げ
　　�限度額に達している高所得者層に負担を求め中間所得者層の負担軽減。軽減対象の所得基準の引き上
げ軽減対象世帯を拡大し低所得者層の負担軽減する。

　　　賦課限度額　医療分　　　　　　　現行 66万円→　改正後 67万円
　　　　　　　　　�子ども・子育て支援分　　　　　　　　新設　　3万円
　・軽減対象所得基準額の判定方式を5割軽減で 5千円増、2割軽減で 1万円増に改正。
　・18歳未満被保険者の子ども・子育て支援分均等割額の減額
◎令和7年度池田町一般会計補正予算（第11号）令和8年度に繰越
　物価高対応子育て応援手当支給事業 256万円　ごみ袋配布事業 1,462 万円
　水道料金無料化事業 2,720 万円　生活支援ギフトカード交付事業 1,969 万円
◎令和8年度池田町一般会計補正予算（第2号）災害復旧補正予算
　・4,530 万円を追加し、歳入歳出予算総額を 106億 9,530 万円
　　4月に般若畑地内の林道�天神山線で大規模な路肩崩落が発生し復旧工事する予算

6月3日
▼ 

6月12日

◎池田町防災会議条例の改正
　�警察との連携体制の整合性を図るため、「揖斐警察署池田交番長」を「岐阜県警察の警察官のうちから
町長が任命する者」に改める。
◎池田町印鑑条例の改正
　個人番号カードと在留カードを一本化した特定在留カードも印鑑証明の発行がコンビニで可能。
◎池田町消防団員等公務災害補償条例の改正　　
　非常勤消防団員等の葬祭補償額 31万 5千円から 33万円に増額

◎条例の改正

　�国からの追加交付 506万円に伴い、公共下水道事業施設再編成計画策定委託業務（広域化共同化事業）
で 1,012 万円を令和 8年度に繰越

令和 7年度池田町一般会計補正予算（第 11号）等の繰越明許費繰越計算書

◎令和 7年度一般会計繰越明許費繰越計算書

◎令和 7年度池田町公共下水道事業会計予算繰越計算書



いけだ議会だより　No.201
2026年８月１日発行　3

アイデア市場調査の結果を受け決定した池田温泉の方針の報告

　今回のリノベーション等で、池田町の実質的財政負担はない。
　国からの補助金、企業版ふるさと納税等及び民間事業者負担金で全て実施。
（1）�　池田温泉新館及び本館の両館について、併せて一体的に指定管理を実施できる民間事業者（複数

の団体により構成される共同事業体を含む）を募集する。
（2）�　池田温泉新館は、全体（1階から3階）のリノベーションを実施。
（3）�　池田温泉新館のリノベーション費用、総額約６億円程度予定（設計及び設計監理・工事費・備品

購入費を含む）とし、当該費用にかかる負担割合は、町と民間事業者で負担し、その割合はおおよ
そ 1/2 程度とします。また、事業に係る契約・発注等は町が実施します。
※総事業費は昨今の物価高騰により、上振れする場合がある。

(4)�　池田温泉本館は、RVパーク（車中泊専用施設）＆サウナリゾート、福祉の湯、内湯、24時間シャ
ワー、BBQ場等を備えた施設とし、そのリノベーションに要する費用は全額民間事業者の負担と
します。そのため、工事等本館のリノベーションに関する契約・発注等は、民間事業者が実施。

(5)�　指定管理期間は15年間とする。
(6)�　指定管理料は概ね 1,800 ～ 2,000 万円／年（予定）とする。

※総事業費は昨今の物価高騰により、上振れする場合がある。

(7)�　指定管理期間の各年度において利益が出た場合、民間事業者はその利益の 10％に相当する金額
を、利益が発生した年度の翌年度に池田町へ納付。

(8)�　民間事業者は、池田温泉新館等を事業支店として、池田町内に支店登記をする。

公共施設整備検討特別委員会　6月11日開催

◎令和 8年度池田町一般会計補正予算（第 3号）補正予算
・�25 万円を追加し、歳入歳出予算総額を 106億 9,555 万円
���池田町障害者福祉連合会より 25万円の学校教育に寄附金

し尿中継貯留槽工事予定箇所

　工　事　名：し尿中継貯留槽改築工事
　工 事 場 所：池田町　田畑　地内
　契 約 金 額：8,250 万円
　業　者　名：泉建設工業株式会社
　工事の概要：貯留槽設置工事　容積 200m3
　　　　　　　既設貯留槽解体工事　一式
　　　　　　　外構工事　　　　　　一式
　既設の老朽化に伴い新規に設置する。

◎工事請負契約の締結

◎農業委員会委員任命
　14 名を任命（任期3年）

今　西　和　平（般若畑）　
髙　橋　昌　義（小　牛）　　
遠　藤　和　未（沓　井）　
髙　橋　正　人（粕ヶ原）　
寺　田　　　浩（本　郷）　
森　　　利　之（青　柳）　
森　　　幹　雄（藤　代）

野　原　勝　己（萩　原）　
髙　﨑　良　治（白　鳥）　
國　枝　正　義（上　田）　
石　田　三比朗（六之井）　
林　　　輝　彦（八　幡）　
松　岡　　　博（八　幡）　
河　瀬　俊　夫（市　橋）

◎�組合立養基小学校、
　養基保育所組合　議会議員

　久保田�昌美（沓井）
任期／令和10年9月30日まで

人事案件



いけだ議会だより　No.201
2026年８月１日発行　5

一 般 質 問

学
校
教
育
課
長

　
16
歳
以
上
の
自
転
車
運
転
者

が
対
象
で
、
信
号
無
視
、
一
時

停
止
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等「
な

が
ら
ス
マ
ホ
」、
右
側
通
行
等

100
種
類
を
超
え
る
悪
質
な
危
険

運
転
が
対
象
と
な
る
。

　
小
中
学
生
に
は
交
通
安
全
教

室
、
日
常
的
な
安
全
指
導
、
街

頭
指
導
の
実
施
を
し
、
自
転
車

の
乗
り
方
、
交
通
ル
ー
ル
と
マ

ナ
ー
に
つ
い
て
指
導
や
啓
発
を

し
て
い
る
。

　
昨
年
度
は
生
徒
会
が
主
体

で
、
通
学
路
の
危
険
箇
所
を
地

図
に
し
た
危
険
箇
所
マ
ッ
プ
を

作
成
し
、
生
徒
自
身
が
交
通
安

全
に
つ
い
て
考
え
、
注
意
喚
起

を
行
う
取
り
組
み
を
し
た
。

　
今
後
は
実
体
験
を
元
に
、
命

の
大
切
さ
を
学
ぶ
授
業
を
開
催

す
る
予
定
で
あ
る
。

　
併
せ
て
、
交
通
指
導
員
や
ス

ク
ー
ル
ガ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
、
地

域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
と

大西照彦 議員

自転車の交通ルールが改正され、小中学生への指導方法について

連
携
を
強
化
し
、学
校
、家
庭
、

地
域
が
一
体
と
な
っ
た
取
り
組

み
を
進
め
、
交
通
安
全
教
育
の

充
実
に
努
め
る
。

総
務
課
長

　
開
庁
時
間
の
変
更
は
、
職
員

の
「
働
き
方
改
革
推
進
」
及
び

「
業
務
効
率
化
、
サ
ー
ビ
ス
品

質
向
上
」
に
向
け
た
取
り
組
み

で
あ
る
。

　
具
体
的
に
職
員
の
窓
口
準

備
、
片
付
け
作
業
な
ど
時
間
外

勤
務
の
常
態
化
へ
の
対
応
業
務

改
善
に
専
念
で
き
る
環
境
確
保

等
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　
短
縮
時
間
の
来
庁
者
数
調
査

で
は
全
体
の
11
％
と
い
う
結
果

で
あ
り
、
窓
口
の
業
務
規
模
や

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
影
響
を
慎
重

に
検
討
し
た
上
、
開
庁
時
間
の

短
縮
を
実
施
し
た
。

　
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
つ
い
て

は
、
令
和
８
年
度
開
庁
時
間
の

変
更
と
と
も
に
、
庁
舎
北
側
の

職
員
出
入
口
を
電
子
錠
化
し
、
専

用
IC
カ
ー
ド
を
持
つ
職
員
の
み
が

出
入
り
可
能
と
す
る
体
制
に
し

た
。

　
ま
た
庁
舎
施
設
に
新
た
な
監
視

カ
メ
ラ
を
設
置
、
既
存
監
視
カ
メ

ラ
は
解
像
度
を
上
げ
た
。

　
今
後
も
住
民
の
皆
様
が
安
心
し

て
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
い
た

だ
け
る
仕
組
み
を
構
築
し
な
が

ら
、
働
き
方
改
革
や
業
務
の
効
率

化
を
推
進
し
て
い
く
。

中学生の自転車通学風景

◀︎YouTube 録画配信はこちら

役場開庁時間の変更とセキュリティについて

開庁時間を
変更します。

令和8（2026）年

4月10日（金）から
9:00〜 16:30

「町民サービスの向上」と「職員の働き方改革」推進を目的に、下
記のとおり役場と保健センターの開庁時間を変更いたします。

ご理解とご協力をお願いいたします。

役
場
開
庁
時
間
の

変
更
と
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
に
つ
い
て

自
転
車
の
交
通
ル
ー
ル
が
改
正
さ
れ
、

小
中
学
生
へ
の
指
導
方
法
に
つ
い
て
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一 般 質 問

　公
園
や
公
共
施
設
で
ス
ケ
ー

ト
ボ
ー
ド
利
用
実
態
と
問
題
認

識
に
つ
い
て
。
施
設
整
備
に
つ

い
て
は
。

町
　長

　
公
共
施
設
は
遊
び
と
し
て
の

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
の
利
用
を
原

則
禁
止
し
て
い
る
。
し
か
し
ス

ポ
ー
ツ
と
し
て
の
価
値
の
高
ま

り
は
認
識
し
て
い
る
。
可
能
で

あ
る
な
ら
ば
専
用
施
設
を
整
備

し
た
い
が
課
題
が
あ
る
。

課
題

①�

利
用
者
確
保
と
持
続
、
継
続

性
　�

使
用
方
法
や
ケ
ガ
対
策
を
学

べ
る
体
験
会
を
準
備
中
。

　�

受
け
入
れ
て
く
れ
る
団
体
を

検
討
。

②
町
民
の
理
解
と
応
援

　�

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ダ
ー
へ
の
苦

情
が
多
い
。
町
民
の
理
解
を

得
る
た
め
に
利
用
者
は
ル
ー

ル
、
マ
ナ
ー
を
順
守
す
る
こ

と
が
必
要
。
南
部
公
園
・
北

池
野
公
民
館
の
ほ
か
で
も
利

用
で
き
な
い
か
協
議
す
る
。

（
現
在
、
北
池
野
公
民
館
は

利
用
禁
止
）

③
予
算
に
つ
い
て

　�

ふ
る
さ
と
納
税
や
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
の
取
り

組
み
を
検
討
し
て
い
る
。

　未
利
用
の
舗
装
ス
ペ
ー
ス
や

公
園
の
一
角
な
ど
工
夫
次
第
で

導
入
可
能
だ
と
思
う
。
ス
ピ
ー

ド
感
を
持
っ
て
実
現
し
て
欲
し

い
。

総
合
体
育
館
長

　
町
か
ら
各
ク
ラ
ブ
に
運
営
負

担
金
を
出
し
て
お
り
、
活
用
を

お
願
い
し
て
い
る
。

　
今
年
３
月
発
表
の
県
の
総
合

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
公
共
交
通
機

関
の
利
用
と
貸
切
り
バ
ス
、
保

護
者
の
送
迎
を
基
本
と
し
て
い

る
。

　
安
全
・
安
心
な
活
動
と
な
る

よ
う
各
ク
ラ
ブ
へ
の
情
報
共
有

も
含
め
対
応
し
て
い
く
。

池
田
町
の
子
供
た
ち
が
安
心
し

て
移
動
で
き
る
環
境
整
備
を
要

望
す
る
。

　遠
征
や
大
会
の
送
迎
時
の
安

全
確
保
の
把
握
と
対
応
は
。

総
合
体
育
館
長

　
顧
問
を
含
め
教
職
員
は
送
迎

を
行
っ
て
い
な
い
。
近
場
の
送

迎
は
保
護
者
が
実
地
し
て
い

る
。
今
回
、
他
県
で
の
事
故
を

受
け
、
保
護
者
の
方
に
は
公
共

交
通
機
関
や
貸
し
切
り
バ
ス
な

ど
の
利
用
を
改
め
て
依
頼
し

た
。

　
ま
た
、
自
身
が
運
転
す
る
場

合
は
、
加
入
し
て
い
る
自
動
車

保
険
の
補
償
範
囲
も
確
認
し
て

も
ら
う
必
要
が
あ
る
。

　貸
し
切
り
バ
ス
利
用
へ
の
補

助
制
度
や
送
迎
時
の
安
全
基

準
、
安
全
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
整

備
を
進
め
て
は
。

YouTube 録画配信はこちら▶︎

部活動遠征時の安全確保と町の責任のある体制について
スケートボード施設の設置について

林　孝英 議員

部
活
動
遠
征
時
の
安
全

確
保
と
町
の
責
任
の

あ
る
体
制
に
つ
い
て

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
施
設

の
設
置
に
つ
い
て
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一 般 質 問

学
校
教
育
課
長

　
16
歳
以
上
の
自
転
車
運
転
者

が
対
象
で
、
信
号
無
視
、
一
時

停
止
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等「
な

が
ら
ス
マ
ホ
」、
右
側
通
行
等

100
種
類
を
超
え
る
悪
質
な
危
険

運
転
が
対
象
と
な
る
。

　
小
中
学
生
に
は
交
通
安
全
教

室
、
日
常
的
な
安
全
指
導
、
街

頭
指
導
の
実
施
を
し
、
自
転
車

の
乗
り
方
、
交
通
ル
ー
ル
と
マ

ナ
ー
に
つ
い
て
指
導
や
啓
発
を

し
て
い
る
。

　
昨
年
度
は
生
徒
会
が
主
体

で
、
通
学
路
の
危
険
箇
所
を
地

図
に
し
た
危
険
箇
所
マ
ッ
プ
を

作
成
し
、
生
徒
自
身
が
交
通
安

全
に
つ
い
て
考
え
、
注
意
喚
起

を
行
う
取
り
組
み
を
し
た
。

　
今
後
は
実
体
験
を
元
に
、
命

の
大
切
さ
を
学
ぶ
授
業
を
開
催

す
る
予
定
で
あ
る
。

　
併
せ
て
、
交
通
指
導
員
や
ス

ク
ー
ル
ガ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
、
地

域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
と

大西照彦 議員

自転車の交通ルールが改正され、小中学生への指導方法について

連
携
を
強
化
し
、学
校
、家
庭
、

地
域
が
一
体
と
な
っ
た
取
り
組

み
を
進
め
、
交
通
安
全
教
育
の

充
実
に
努
め
る
。

総
務
課
長

　
開
庁
時
間
の
変
更
は
、
職
員

の
「
働
き
方
改
革
推
進
」
及
び

「
業
務
効
率
化
、
サ
ー
ビ
ス
品

質
向
上
」
に
向
け
た
取
り
組
み

で
あ
る
。

　
具
体
的
に
職
員
の
窓
口
準

備
、
片
付
け
作
業
な
ど
時
間
外

勤
務
の
常
態
化
へ
の
対
応
業
務

改
善
に
専
念
で
き
る
環
境
確
保

等
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　
短
縮
時
間
の
来
庁
者
数
調
査

で
は
全
体
の
11
％
と
い
う
結
果

で
あ
り
、
窓
口
の
業
務
規
模
や

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
影
響
を
慎
重

に
検
討
し
た
上
、
開
庁
時
間
の

短
縮
を
実
施
し
た
。

　
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
つ
い
て

は
、
令
和
８
年
度
開
庁
時
間
の

変
更
と
と
も
に
、
庁
舎
北
側
の

職
員
出
入
口
を
電
子
錠
化
し
、
専

用
IC
カ
ー
ド
を
持
つ
職
員
の
み
が

出
入
り
可
能
と
す
る
体
制
に
し

た
。

　
ま
た
庁
舎
施
設
に
新
た
な
監
視

カ
メ
ラ
を
設
置
、
既
存
監
視
カ
メ

ラ
は
解
像
度
を
上
げ
た
。

　
今
後
も
住
民
の
皆
様
が
安
心
し

て
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
い
た

だ
け
る
仕
組
み
を
構
築
し
な
が

ら
、
働
き
方
改
革
や
業
務
の
効
率

化
を
推
進
し
て
い
く
。

中学生の自転車通学風景

◀︎YouTube 録画配信はこちら

役場開庁時間の変更とセキュリティについて

開庁時間を
変更します。

令和8（2026）年

4月10日（金）から
9:00〜 16:30

「町民サービスの向上」と「職員の働き方改革」推進を目的に、下
記のとおり役場と保健センターの開庁時間を変更いたします。

ご理解とご協力をお願いいたします。

役
場
開
庁
時
間
の

変
更
と
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
に
つ
い
て

自
転
車
の
交
通
ル
ー
ル
が
改
正
さ
れ
、

小
中
学
生
へ
の
指
導
方
法
に
つ
い
て
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一 般 質 問

総
務
課
長

　
定
時
・
臨
時
・
緊
急
放
送
に

３
分
類
し
、
所
管
部
署
の
判
断

で
配
信
し
て
い
る
。

　
屋
外
放
送
と
防
災
ラ
ジ
オ
は

同
内
容
を
基
本
と
し
て
、
運
用

基
準
の
見
直
を
検
討
す
る
。

　
火
災
情
報
は
大
垣
市
消
防
組

合
に
直
結
し
、
防
災
行
政
無
線

及
び
池
田
情
報
ア
プ
リ
、
メ
ー

ル
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
通
し
て
、
昼

夜
問
わ
ず
配
信
し
て
い
る
。
防

災
ラ
ジ
オ
へ
の
火
災
情
報
連
動

は
費
用
や
調
整
が
必
要
の
た

め
、
時
間
を
か
け
て
慎
重
に
検

討
す
る
。

獲
隊
員
に
よ
り
パ
ト
ロ
ー
ル
を

実
施
。
防
災
メ
ー
ル
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
掲
載
や
看
板
設
置
な
ど

で
注
意
喚
起
。
願
成
寺
地
区
、

禅
蔵
寺
付
近
に
つ
い
て
は
関
係

地
区
に
限
定
し
て
、
防
災
無
線

と
防
災
ラ
ジ
オ
で
放
送
し
た
。

　
屋
外
防
災
行
政
無
線
が
聞
き

取
り
に
く
い
た
め
、
防
災
ラ
ジ

オ
が
無
償
貸
与
さ
れ
て
５
年
が

経
過
し
た
。
両
者
で
放
送
内
容

が
違
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。

明
確
な
配
信
基
準
に
基
づ
き
、

同
内
容
を
望
む
。

　
５
月
６
日
の
新
潟
北
越
高
校

事
故
を
受
け
、「
①
教
育
委
員

会
の
対
応
　
②
当
町
実
態
　
③

方
針
」
を
質
問
し
た
。

総
合
体
育
館
長

①�

５
月
21
日
に
注
意
喚
起
と
、

バ
ス
等
利
用
を
調
査
。
小
中

学
校
は
行
事
に
応
じ
、
町
バ

ス
、
大
型
バ
ス
を
活
用
。
県

教
委
調
査
は
県
立
学
校
の

み
。

②�

昨
年
度
、６
地
域
ク
ラ
ブ（
池

田
ジ
ュ
ニ
ア
）
で
バ
ス
等
利

用
は
16
件
あ
っ
た
が
、
教
育

委
員
会
は
関
与
し
て
い
な

い
。

③�

移
動
は
、
公
共
交
通
、
貸
切

バ
ス
、
保
護
者
送
迎
を
基
本

と
す
る
。

教
育
長

①�

地
域
ク
ラ
ブ
は
学
校
管
理
下

で
は
な
い
た
め
2
週
間
後
対

応
と
な
っ
た
。
教
育
長
は
池

田
ジ
ュ
ニ
ア
会
長
で
あ
り
、

管
理
責
任
か
ら
対
応
し
た
。

③�

各
ク
ラ
ブ
の
運
営
負
担
金
を

今
年
度
増
額
し
た
が
、
今
後

も
検
討
し
て
い
く
。

　��

地
域
ク
ラ
ブ
は
災
害
救
済
給

付
制
度
の
対
象
外
だ
が
、
問

題
意
識
は
持
っ
て
い
る
。

産
業
課
長

　
緊
急
銃
猟
マ
ニ
ュ
ア
ル
運
用

と
捕
獲
者
出
動
手
当
は
、
４
月

よ
り
３
町
で
統
一
対
応
。

　
５
月
28
日
の
揖
斐
署
主
催
会

議
で
は
、
警
察
、
県
、
町
、
猟

友
会
間
で
の
情
報
伝
達
や
役

割
、
県
の
体
制
、
３
町
の
状
況

に
つ
い
て
協
議
し
た
。

　
池
田
町
の
今
年
度
状
況
は
５

件
で
、
基
本
的
に
は
山
林
内
。

関
係
区
長
や
猟
友
会
な
ど
へ
情

報
提
供
、
職
員
と
有
害
鳥
獣
捕

地域クラブ（池田ジュニア）のバス等利用回数（2025年度）
クラブ名 回数 委託先

野球 3 3回ともレンタカー

サッカー 4（3） 貸切バス 2回
レンタカー　2回

卓球 4 4回とも町バス

バドミントン 1 町バス

男子バレー 1 町バス

吹奏楽 3（1） 貸切バス各 2台

　　　　　　　　(�　) は県外移動回数

森　政郎 議員 ◀︎YouTube 録画配信はこちら

小・中学校クラブ活動等の
移動手段について

防
災
ラ
ジ
オ
と

屋
外
防
災
行
政
無
線

ク
マ
対
策

防災ラジオと屋外防災行政無線の放送内容

定
時
放
送

正午(チャイム） ◎

下校の見守り（平日のみ） 屋外のみ

夕刻（夕焼け小焼け） 屋外のみ

池田町の歌（土日祝日のみ） 屋外のみ

臨
時
放
送

火災情報 屋外のみ

気象情報（警報） ◎

行方不明者情報 ◎

防犯情報 ◎

行政情報（選挙 ･イベント） ◎

地域情報 ◎

訓練サイレン 屋外のみ

緊
急
放
送

避難情報 ◎

土砂災害警戒情報 ◎

災害情報（台風 ･風水害） ◎

緊急地震速報 ◎

国民保護情報 ◎

◎は同時放送
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一 般 質 問

　
ふ
れ
あ
い
街
道
か
ら
下
っ
て

願
成
寺
古
墳
群
を
横
切
り
、
大

津
谷
公
園
を
経
て
街
道
へ
戻
る

周
遊
歩
道
ル
ー
ト
が
あ
る
。
古

墳
歩
道
に
樹
木
が
生
い
茂
る
な

ど
で
利
用
度
が
低
く
、
思
う
よ

う
に
魅
力
周
知
が
な
さ
れ
て
い

な
い
。

　
古
墳
歩
道
周
辺
を
伐
採
す
る

な
ど
整
備
し
、
こ
こ
の
高
台
で

麓
の
景
観
を
楽
し
め
る
展
望
ス

ポ
ッ
ト
を
作
っ
て
は
ど
う
か
。

史
跡
保
全
が
第
一
条
件
で
あ

る
。
町
の
事
業
計
画
に
取
り
上

げ
て
は
ど
う
か
。

社
会
教
育
課
長

　
願
成
寺
西
墳
之
越
古
墳
群

は
、
７
ha
の
範
囲
に
１
０
０
基

を
超
え
る
古
墳
が
あ
り
、
岐
阜

県
で
は
最
大
級
の
古
墳
群
と
し

て
昭
和
44
年
に
県
の
史
跡
に
指

定
さ
れ
て
い
る
。

　
提
案
の
散
策
ル
ー
ト
は
、
歴

史
資
源
と
豊
か
な
自
然
景
観
を

河野直人 議員

同
時
に
楽
し
む
魅
力
的
な
ル
ー

ト
で
、
史
跡
の
利
用
促
進
や
生

涯
学
習
の
推
進
、
さ
ら
に
は
池

田
山
麓
の
魅
力
向
上
に
も
繋
が

る
と
認
識
す
る
。

　
史
跡
保
全
に
支
障
な
い
範
囲

で
、
歩
行
環
境
や
見
通
し
改

善
、
安
全
性
も
含
め
て
検
討
し

て
い
く
。
ま
た
、
案
内
看
板
や

周
遊
ル
ー
ト
情
報
の
充
実
、
歩

道
の
維
持
管
理
強
化
に
努
め
て

い
く
。

　
ふ
れ
あ
い
街
道
沿
い
に
あ
る

『
宮
地
清
流
発
電
所
』
は
大
津

谷
の
水
流
を
利
用
す
る
位
置
に

建
設
さ
れ
、
平
成
30
年
春
か
ら

発
電
を
開
始
し
て
い
る
。
年
間

売
電
力
７
百
～
1
千
万
円
程
度

な
が
ら
、
ダ
ム
無
し
発
電
に
よ

る
自
然
と
の
共
生
活
動
を
町
内

外
に
発
信
し
て
い
る
。し
か
し
、

近
年
は
見
学
者
も
ほ
と
ん
ど
無

い
た
め
、
改
め
て
社
会
学
習
の

題
材
と
し
て
、
広
報
に
取
り
組

む
必
要
を
感
じ
る
。
街
道
筋
の

案
内
看
板
整
備
や
、
施
設
入
口

付
近
に
説
明
案
内
板
な
ど
設
置

し
、
広
報
を
拡
充
し
て
は
ど
う

か
。

建
設
課
長

　
現
状
は
、
ふ
れ
あ
い
街
道
沿

い
の
看
板
の
み
と
な
っ
て
お

り
、
完
成
当
時
は
見
学
の
申
し

込
み
が
あ
り
施
設
紹
介
も
行
っ

て
い
た
が
、
近
年
は
申
し
込
み

が
無
く
実
施
し
て
い
な
い
。
今

後
は
、
当
施
設
の
広
報
を
す
る

こ
と
は
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用

や
地
球
温
暖
化
防
止
な
ど
町
の

取
り
組
み
の
Ｐ
Ｒ
に
繋
が
る
た

め
、
現
地
に
施
設
の
概
要
や
仕

組
み
を
説
明
し
た
パ
ネ
ル
の
設

置
、
既
設
看
板
の
改
修
、
紹
介

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
な
ど
、

広
報
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

く
。

YouTube 録画配信はこちら▶︎

散策・周遊コース（願成寺古墳群～大津谷公園コース）願成寺古墳

宮地清流発電所

展望を楽しめる散策・周遊コースの整備について（願成寺古墳群～大津谷公園）
『宮地清流発電所』の広報・整備について

展
望
を
楽
し
め
る
散
策
・
周
遊
コ
ー
ス
の
整
備

に
つ
い
て
（
願
成
寺
古
墳
群
～
大
津
谷
公
園
）

『
宮
地
清
流
発
電
所
』
の

広
報
・
整
備
に
つ
い
て
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・
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緊
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の
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で
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る
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外
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は
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を
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と
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て
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、
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災
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、
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Ｎ
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を
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や
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が
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、
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を
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に
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を
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。
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災
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、
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ム
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や
看
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な
ど

で
注
意
喚
起
。
願
成
寺
地
区
、

禅
蔵
寺
付
近
に
つ
い
て
は
関
係

地
区
に
限
定
し
て
、
防
災
無
線

と
防
災
ラ
ジ
オ
で
放
送
し
た
。

　
屋
外
防
災
行
政
無
線
が
聞
き

取
り
に
く
い
た
め
、
防
災
ラ
ジ

オ
が
無
償
貸
与
さ
れ
て
５
年
が

経
過
し
た
。
両
者
で
放
送
内
容

が
違
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。

明
確
な
配
信
基
準
に
基
づ
き
、

同
内
容
を
望
む
。

　
５
月
６
日
の
新
潟
北
越
高
校

事
故
を
受
け
、「
①
教
育
委
員

会
の
対
応
　
②
当
町
実
態
　
③

方
針
」
を
質
問
し
た
。

総
合
体
育
館
長

①�

５
月
21
日
に
注
意
喚
起
と
、

バ
ス
等
利
用
を
調
査
。
小
中

学
校
は
行
事
に
応
じ
、
町
バ

ス
、
大
型
バ
ス
を
活
用
。
県

教
委
調
査
は
県
立
学
校
の

み
。

②�

昨
年
度
、６
地
域
ク
ラ
ブ（
池

田
ジ
ュ
ニ
ア
）
で
バ
ス
等
利

用
は
16
件
あ
っ
た
が
、
教
育

委
員
会
は
関
与
し
て
い
な

い
。

③�

移
動
は
、
公
共
交
通
、
貸
切

バ
ス
、
保
護
者
送
迎
を
基
本

と
す
る
。

教
育
長

①�

地
域
ク
ラ
ブ
は
学
校
管
理
下

で
は
な
い
た
め
2
週
間
後
対

応
と
な
っ
た
。
教
育
長
は
池

田
ジ
ュ
ニ
ア
会
長
で
あ
り
、

管
理
責
任
か
ら
対
応
し
た
。

③�

各
ク
ラ
ブ
の
運
営
負
担
金
を

今
年
度
増
額
し
た
が
、
今
後

も
検
討
し
て
い
く
。

　��

地
域
ク
ラ
ブ
は
災
害
救
済
給

付
制
度
の
対
象
外
だ
が
、
問

題
意
識
は
持
っ
て
い
る
。

産
業
課
長

　
緊
急
銃
猟
マ
ニ
ュ
ア
ル
運
用

と
捕
獲
者
出
動
手
当
は
、
４
月

よ
り
３
町
で
統
一
対
応
。

　
５
月
28
日
の
揖
斐
署
主
催
会

議
で
は
、
警
察
、
県
、
町
、
猟

友
会
間
で
の
情
報
伝
達
や
役

割
、
県
の
体
制
、
３
町
の
状
況

に
つ
い
て
協
議
し
た
。

　
池
田
町
の
今
年
度
状
況
は
５

件
で
、
基
本
的
に
は
山
林
内
。

関
係
区
長
や
猟
友
会
な
ど
へ
情

報
提
供
、
職
員
と
有
害
鳥
獣
捕

地域クラブ（池田ジュニア）のバス等利用回数（2025年度）
クラブ名 回数 委託先

野球 3 3回ともレンタカー

サッカー 4（3） 貸切バス 2回
レンタカー　2回

卓球 4 4回とも町バス

バドミントン 1 町バス

男子バレー 1 町バス

吹奏楽 3（1） 貸切バス各 2台

　　　　　　　　(�　) は県外移動回数

森　政郎 議員 ◀︎YouTube 録画配信はこちら

小・中学校クラブ活動等の
移動手段について

防
災
ラ
ジ
オ
と

屋
外
防
災
行
政
無
線

ク
マ
対
策

防災ラジオと屋外防災行政無線の放送内容

定
時
放
送

正午(チャイム） ◎

下校の見守り（平日のみ） 屋外のみ

夕刻（夕焼け小焼け） 屋外のみ

池田町の歌（土日祝日のみ） 屋外のみ

臨
時
放
送

火災情報 屋外のみ

気象情報（警報） ◎

行方不明者情報 ◎

防犯情報 ◎

行政情報（選挙 ･イベント） ◎

地域情報 ◎

訓練サイレン 屋外のみ

緊
急
放
送

避難情報 ◎

土砂災害警戒情報 ◎

災害情報（台風 ･風水害） ◎

緊急地震速報 ◎

国民保護情報 ◎

◎は同時放送
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議場見学 【～小学 6 年生　校外学習を開催～】

　令和 8年 6月 19日に池田町立八幡小学校、6月 24日に池田町立池田小学校の 6年生が、総合学習
の一環として池田町議場を見学しました。子どもたちからは、身近な暮らしや防災、まちづくりについて、
子どもならではの視点による率直で斬新な質問や意見が数多く寄せられました。
　私たち議員にとっても、将来を担う子どもたちの思いに触れ、これからの池田町について改めて考え
る貴重な機会となりました。

【中学生からの要望】
①スケートボードができる場所を作って欲しい
②部活動の設備を充実して欲しい
③�クリエイティブな仕事ができる環境や企業を
増やして欲しい

　令和 8年 6月 22日に池田中学校を訪問。町政に若者の意見を取り入れていきたいとの思いから交流
会を実施しました。

 主な質問  【八幡小学校】
・�通学距離が長い児童へのスクールバスの導入に
ついて
・�学校での暑さ対策について
・�観光客を増やすための取組について
・�町民プールの設置について

 主な質問  【池田小学校】
・�山や川の危険な場所について
・�池田町の災害対策について
・�非常食はどのように調達しているのか
・�災害時に倒壊した建物の件数はどのように把握
するのか
・�災害で池田町役場が使えなくなった場合はどう
するのか

主権者教育 【中学生との交流会】【池田町立池田中学校】
池田町の明るい未来に何を望んでいますか。

正副議長、広報編集委員と生徒会
いけだ議会だより　No.201
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一 般 質 問

野網義一 議員

入
居
者
が
決
ま
っ
て
か
ら
内
装
等

を
張
り
替
え
る
の
に
約
３
週
間
か

か
る
。

　
小
規
模
特
認
校
制
度
は
全
国
的

に
人
口
減
少（
と
り
わ
け
子
ど
も
）

で
学
校
の
統
廃
合
が
進
む
中
、
統

廃
合
を
防
ぐ
目
的
で
導
入
さ
れ
、

岐
阜
県
で
は
７
市
町
11
校
が
指
定

さ
れ
て
い
る
。

　
特
認
校
の
メ
リ
ッ
ト
は
少
人
数

な
ら
で
は
の
き
め
細
や
か
な
学
習

指
導
と
自
然
豊
か
な
環
境
で
の
体

験
活
動
が
で
き
る
。
住
民
票
を
移

す
こ
と
な
く
校
区
外
か
ら
で
も
特

色
あ
る
学
校
へ
通
学
で
き
る
。

　
宮
地
小
は
こ
の
ま
ま
で
は
令
和

12
年
に
複
式
学
級
が
２
ク
ラ
ス
で

き
る
。

教
育
長

　
通
学
区
域
の
決
定
は
町
教
育
委

員
会
の
専
決
事
項
。
小
規
模
特
認

校
制
度
は
教
育
委
員
会
で
も
昨
年

か
ら
何
度
と
な
く
話
題
に
な
っ
て

お
り
、
子
ど
も
に
と
っ
て
ど
う
い

う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
か
議
論
し
て

い
る
。

　
平
成
24
年
ご
ろ
に
は
満
室
で
空

き
を
待
つ
状
況
で
あ
っ
た
が
現
在

26
戸
が
空
き
家
と
な
っ
て
い
る
。

　
願
成
寺
地
区
は
北
部
工
業
団
地

（
ア
ピ
や
安
藤
鉄
工
な
ど
）
に
近

く
、
ま
た
日
電
精
密
工
業
も
新
工

場
の
建
設
に
取
り
掛
か
る
な
ど
需

要
も
あ
る
。
ぜ
ひ
、
願
成
寺
住
宅

の
目
的
外
使
用
を
申
請
し
、
単
身

者
や
子
ど
も
連
れ
の
家
族
の
入
居

を
促
進
さ
れ
た
い
。

　
72
戸
中
26
戸
が
空
き
家
だ
が
す

ぐ
に
入
居
で
き
る
戸
数
、
入
居
で

き
な
い
戸
数
は
。

建
設
課
長

　
真
に
住
宅
を
必
要
と
す
る
方
が

入
居
で
き
る
環
境
を
維
持
し
つ

つ
、
若
者
や
子
育
て
世
代
の
入
居

戸
数
を
限
定
し
た
う
え
で
目
的
外

使
用
を
行
う
な
ど
、
他
市
町
の
事

例
も
参
考
に
、
公
営
住
宅
の
有
効

活
用
と
町
の
課
題
解
決
に
向
け
た

取
り
組
み
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　
即
入
居
可
能
は
４
戸
。
残
り
は

　
昭
和
63
年
大
津
谷
右
岸
に
整
備

さ
れ
た
大
津
谷
公
園
（
宮
地
地
区

農
村
基
盤
総
合
整
備
事
業
）
が
荒

れ
放
題
で
遊
具
は
す
べ
て
な
く
な

り
、
ベ
ン
チ
も
利
用
不
可
、
庭
木

や
樹
木
が
繁
茂
し
昼
間
で
も
薄
暗

い
。
ト
イ
レ
は
非
常
に
狭
く
現
在

の
設
計
基
準
の
最
低
限
以
下
、
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
は
２
面
活
用
さ
れ
て

い
る
が
，
と
て
も
公
園
と
は
い
い

が
た
い
。
環
境
整
備
を
望
む
。

総
合
体
育
館
長

　
次
年
度
以
降
に
樹
木
等
の
伐
採

剪
定
を
行
う
。
使
用
出
来
な
い
ベ

ン
チ
は
撤
去
、
ト
イ
レ
は
、
不
具

合
等
が
あ
れ
ば
修
繕
対
応
し
、
更

新
も
含
め
検
討
す
る
。
公
園
内
に

遊
具
や
構
築
物
の
追
加
は
行
わ
な

い
。
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は
継
続
し
て

使
用
す
る
。

YouTube 録画配信はこちら▶︎

大津谷公園（　　　　　 ）の改善を宮地地区農村
基盤総合整備事業

・樹木・庭木が繁茂し薄暗い・ベンチは壊れ荒れ放題

願
成
寺
町
営
住
宅
（
空
き
家
26
戸
）

　
　目
的
外
使
用
で
入
居
増
を

小
規
模
特
認
校
制
度
の
導
入
で

宮
地
小
の
複
式
学
級
の
解
消
を

大津谷公園入口付近

最近の願成寺住宅入退去実績�（戸）
入居 退去 差引

R3 0 4 −4
R4 1 4 −3
R5 2 4 −2
R6 2 6 −4
R7 1 2 −1

願成寺東区の人口推移� （人）

年齢区分 0〜14 15〜64 65〜 計
H24年８月末 53 144 29 226
R ８年５月末 8 51 31 90

岐阜県内の小規模特認校

美濃加茂市
伊深小 三和小

古井小 山之上小

可児市 兼山小

関市 富野小

土岐市 濃南小

瑞穂市 中小 西小

各務原市 稲羽東小

御嵩町 上之郷小
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